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糖鎖・レクチン工学技術を用
いて、幹細胞、およびそれに
由来する移植用細胞の品質特
性や安全性を検査するための
技術を開発し、安全性の高い
再生医療の実現を目指してい
ます。

リキシンを検出するシステムを考案しました。
このシステムでは、まずH3+ポドカリキシン
を修飾しているO型糖鎖のうちの一つを認識す
るレクチンrBC2LCNを、プレートに固定化し、
培養液中のH3+ポドカリキシンを１時間吸着さ
せます。次にrBC2LCNとは別のO型糖鎖を認
識するレクチンrABAの酵素標識体を、H3+ポ
ドカリキシンと1時間反応させます。最後に基
質を加えて発色させ、その発色強度を測定する
ことでH3+ポドカリキシン量を決定し、それを
分泌したヒトiPS/ES細胞数を算出します。

今回開発した検出システムを用いると、多数
の検体を迅速（3時間以内）に検査できます。ま
た、10 mLの培養液で1000万個の細胞を培養し
ている場合、5000個（0.05 %）以上のヒトiPS/ES
細胞が検出できます。移植用細胞中のヒトiPS/
ES細胞の混入率を測定できるため、ヒトiPS/
ES細胞を用いた再生医療の安全性評価法とし
て期待できます。

今後の予定
この技術を再生医療の細胞源として用いるヒ

トiPS/ES細胞の規格化や、ヒトiPS/ES細胞か
ら作製した移植用細胞の品質特性や安全性評価
に活用し、再生医療の実現に貢献します。また
企業との共同研究を通して、この技術を用いた
測定キットを開発し、再生医療分野に広く普及
させていく予定です。

移植用細胞の安全性を培養液で検査
再生医療の安全性向上へ貢献

未分化細胞検査の必要性と課題
ヒトiPS/ES細胞を用いた再生医療で解決すべ

き最大の課題は、ヒトiPS/ES細胞から分化させ
た移植用の細胞に未分化のヒトiPS/ES細胞が残
存していると、それらが腫瘍を形成する危険性
があることです。このため、移植用細胞に未分
化細胞がどの程度残存しているかを検査する必
要があります。しかしこれまでの方法では、せっ
かく作った移植用細胞の一部を破壊して検査す
る必要がありました。そのため、移植用細胞に
わずかに混入している未分化細胞を、細胞自体
を用いずに簡単に検出できる、新たな検査技術
が求められていました。

2種類のレクチンを用いた検出システム
私たちは今回、H3+ポドカリキシンという物

質が、さまざまな種類のヒトiPS/ES細胞から
培養液中に分泌されていることを見いだしまし
た。ポドカリキシンは腎臓など他の組織にも存
在する膜タンパク質の一種ですが、そのうち
H3+ポドカリキシンは、調べた限りでは通常の
体細胞からは分泌されていませんでした。つま
り、培養液中のH3+ポドカリキシンを調べるこ
とで、細胞自体を使わずにヒトiPS/ES細胞を
検出できることになります（図）。

そこで私たちは、H3+ポドカリキシンに多く
存在する特徴的なO型糖鎖＊に着目し、それを
認識するレクチン＊＊を2種類用いてH3+ポドカ
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